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開
会
式
で
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
の
朗

読
に
続
き
、
物
故
委
員
に
対
す
る
黙
祷
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

長
野
県
の
小
口
由
美
健
康
福
祉
部
地
域
福
祉
課

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
伊
藤
篤
志
県
民
児
連
会

長
よ
り
、
歓
迎
の
言
葉
に
加
え
、
特
に
長
野
県
内

で
は
2
0
1
4
年
9
月
27
日
の
御
嶽
山
噴
火
、
11

月
22
日
の
白
馬
村
神
城
断
層
地
震
、
現
在
も
続
く

浅
間
山
の
小
規
模
な
噴
火
の
状
況
を
あ
げ
、「
安

心
安
全
の
地
域
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
の
重
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
と
し
て
、
全
国
民
児
連
会
長
の
堀
江

正
俊
氏
か
ら
は
、
地
域
毎
の
課
題
の
独
自
性
、
孤

立
・
孤
独
死
、
ひ
と
り
親
や
虐
待
、
認
知
症
な
ど

　
長
野
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
が
中
心
と
な
り
、
軽
井
沢
町
民
生
福
祉
委
員
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、

去
る
6
月
25
日
〜
26
日
、
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ウ
エ
ス
ト
で
、
平
成
27
年
度（
第
75
回
）関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員

児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
18
都
県
市
か
ら
約
2
0
0
人
が
参
加
。
講
師
や
ス

タ
ッ
フ
・
長
野
県
の
参
加
者
を
合
わ
せ
て
2
4
5
人
が
参
加
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
要

約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

記
念
式
典
か
ら
記
念
講
演
へ
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の
問
題
に
触
れ
、
多
様
な
課
題
へ

の
対
応
、
民
生
児
童
委
員
の
活
動

の
環
境
整
備
に
つ
い
て
あ
げ
、
委

員
同
士
や
住
民
と
の
関
係
を
大
事

に
し
て
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を

も
っ
て
、
住
民
の
心
の
拠
り
所
と

な
る
活
動
を
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
腰

原
愛
正
氏
は
、
年
々
重
く
な
る
地

域
課
題
に
現
場
で
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
民
生
児
童
委
員
だ
と
し
、

感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
開
催
地
で
あ
る
軽
井
沢

町
藤
巻
進
町
長
は
、
1
3
5
年
の

歴
史
と
、
年
間
8
3
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

軽
井
沢
町
を
紹
介
し
、
浅
間
山
の
小
規
模
な
噴
火

に
対
す
る
安
全
性
に
つ
い
て
強
調
し
ま
し
た
。

　

議
長
と
副
議
長
を
選
出
し
、
神
奈
川
県
民
児
協

会
長
の
浅
野
朝
子
氏
が
、
前
年
度
研
究
協
議
会
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
民
生

部
、
池
上
実
部
長
が
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
」
報
告
し
ま
し
た
。

関
東
の
あ
る
県
で
中
学
2
年
生
の
女
の
子
を
殺
害

し
た
母
子
家
庭
の
母
親
の
実
刑
判
決
に
つ
い
て
紹

介
、
県
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
の
末
の
明
け
渡
し
の

日
に
起
き
た
悲
惨
な
事
件
だ
と
し
て
、
母
親
一
人

に
責
任
を
課
す
こ
と
が
酷
で
あ
り
、
声
も
出
せ
ず

ド
ア
す
ら
開
け
て
く
れ
な
い
人
々
を
守
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
と
訴
え
か
け
、
「
生
活
困
窮

者
支
援
制
度
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
こ
も
り
の
増
加
と
、
そ
こ
に
発
達

障
害
と
の
関
係
、
高
齢
者
の
路
上
生
活
者
の
認
知

症
の
問
題
に
も
触
れ
、
そ
う
い
う
人
た
ち
を
抱
え

ら
れ
る
包
容
力
を
持
っ
た
地
域
づ
く
り
を
す
る
に

は
、
互
助
の
し
く
み
を
ど
う
つ
く
る
の
か
。
更
に
、

第1日目

長野県民生委員児童委員
協議会連合会
　伊藤　篤志 会長

長野県社協
　　腰原愛正  会長

全国社会福祉協議会民生部
　　池上　実  部長

基調報告
「民生委員・児童委員活動
をめぐる動向について」

大会の資料と
記念品（水引）

全国民生委員児童委員
連合会
　堀江　正俊 会長

全
国
で
年
間
1
0
0
人
以
上
の
幼
児
の
連
れ
去
り

事
件
を
例
に
挙
げ
、
安
心
安
全
の
地
域
社
会
を
つ

く
る
に
は
、
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
だ
け
で
は

な
く
、
住
民
す
べ
て
が
地
域
に
関
心
を
持
っ
て
、

絆
を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
地
域
に
呼
び
か
け
て
い

く
こ
と
に
尽
き
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
民
生
児
童
委
員
数
百
人
が
1
、

2
ヶ
月
で
辞
め
て
し
ま
う
な
ど
、
後
任
者
が
見
つ

か
ら
な
い
と
い
う
現
状
を
説
明
。
災
害
対
策
基
本

法
に
も
触
れ
、
避
難
時
の
支
援
者
の
確
保
や
情
報

共
有
の
重
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、
広
域

で
の
委
員
同
士
の
質
の
高
い
交
流
と
仲
間
作
り
を

と
呼
び
か
け
、
民
生
児
童
委
員
の
任
期
も
実
質
残

り
１
年
と
な
っ
た
中
で
、
各
地
域
で
行
政
と
活
動

に
つ
い
て
議
論
し
て
欲
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

全
体
会
の
最
後
に
、
次
回
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
活

動
研
究
協
議
会
開
催
地
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
民
生

児
童
委
員
協
議
会
の
三
宅
貫
三
会
長
か
ら
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
民
生
委
員
の
歌「
花
咲
く
郷
土
」を
、

軽
井
沢
町
民
生
福
祉
委
員
協
議
会
全
員
が
お
揃
い

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
ま
と
っ
て
リ
ー
ド
し
、
参
加

者
全
員
で
斉
唱
し
式
典
・
全
体
会
を
終
え
ま
し
た
。

▼
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記
念
講
演
で
は
、
衆
・
参
合
わ
せ
て
国
会
議
員

を
15
年
、
厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
少
子
化
対
策
）
を
歴
任
し
た
小
宮
山
さ
ん
。

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
18
年
、
3
人
の
男

の
子
を
育
て
ま
し
た
。
今
回
の
講
演
で
は
、
特
に

女
性
の
労
働
、
家
族
・
子
ど
も
の
問
題
を
中
心
に

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
バ
ラ
色
の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
冒
頭
で
ま

ず
苦
言
を
呈
し
、
そ
の
中
で
社
会
保
障
の
維
持
と

拡
充
を
す
る
た
め
の
対
策
を
、
デ
ー
タ
を
元
に
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
公
助
・
共
助
・
協
働
」
の
時
代

で
あ
る
と
し
、
「
そ
の
核
に
な
る
人
材
が
民
生
委

員
で
あ
り
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る

柱
と
な
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
民
生
児
童

委
員
が
も
っ
と
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
触
れ
、
特
に
災
害
時
に

情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
と
述

べ
ま
し
た
。

　

超
少
子
高
齢
社
会
に
つ
い
て
は
、
15
歳
未
満
の

人
口
が
12.7
%
と
、
世
界
最
低
で
あ
る
こ
と
。「
日

本
は
世
界
の
高
齢
社
会
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

る
」
と
し
、
寿
命
は
男
性
が
80.2
歳
、
女
性
が
86.6
歳

で
す
が
、
健
康
寿
命
は
男
性
が
70.4
歳
、
女
性
は
73.6

歳
と
い
う
現
状
が
あ
る
こ
と
。
女
性
の
10
分
の

1
、
男
性
の
5
分
の
1
は
未
婚
。
し
か
も
非
正
規

雇
用
が
増
え
て
お
り
、
若
い
人
た
ち
は
子
供
が
欲

し
く
て
も
産
め
な
い
現
状
に
あ
る
こ
と
。
生
産
人

口
は
1
9
9
5
年
を
ピ
ー
ク
に
年
間
1
%
ず
つ
減

少
し
て
い
る
こ
と
。
核
家
族
と
単
独
世
帯
を
合
わ

せ
る
と
79
%
に
上
る
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な
デ
ー

タ
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
や
日
本
の
国
民
へ
の
借
金
は
1
0
0
0
兆
円

を
超
え
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
時
点
で
そ
の
子

は
8
1
0
万
円
を
借
金
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
現

実
を
踏
ま
え
、
2
0
1
2
年
の
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
を
説
明
し
ま
し
た
。
2
0
1
2
年
に
は

2.4
人
で
高
齢
者
1
人
を
支
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、

2
0
5
0
年
に
は
1.2
人
で
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
に

7
0
0
0
億
円
を
投
入
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

海
外
と
比
べ
て
も
ま
だ
足
り
な
い
こ
と
。
同
時
に

高
齢
者
が
長
く
働
け
る
環
境
を
作
ら
な
い
と
支
え

ら
れ
な
く
な
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
子
育
て
支
援
制
度
が
変
わ
り
、
認

定
こ
ど
も
園
を
推
進
し
て
い
る
が
な
か
な
か
増
え

な
い
こ
と
へ
の
理
由
と
対
策
に
つ
い
て
も
説
明
し

ま
し
た
。
ま
た
児
童
養
護
施
設
に
預
か
る
子
供
た

ち
の
背
景
に
は
虐
待
や
障
が
い
が
あ
り
、
こ
ど
も

の
貧
困
率
が
16.3
%
と
な
り
、
男
女
の
賃
金
の
格
差

が
大
き
い
日
本
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
親
が
最
も

働
い
て
い
る
国
で
あ
る
と
の
こ
と
を
話
す
と
会
場

か
ら
は
、
た
め
息
が
漏
れ
ま
し
た
。

　
「
人
生
90
年
時
代
。
今
の
女
性
は
良
妻
賢
母
で
は

な
く
、
子
供
も
男
性
も
自
立
さ
せ
て
い
く
よ
う
に

す
る
の
が
良
妻
で
あ
る
」
「
妻
が
先
立
つ
と
夫
の

平
均
寿
命
は
3
年
」「
女
性
と
男
性
は
脳
の
構
造
が

違
う
。
夫
婦
生
活
で
女
性
は
日
々
、
小
さ
な
引
き

出
し
に
い
い
思
い
出
を
詰
め
て
お
か
な
い
と
、
大

変
な
こ
と
に
な
る
」
と
し
、
会
場
を
わ
か
せ「
互
い

を
知
っ
て
生
き
る
こ
と
が
大
事
」と
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
社
会
の
問
題
が
多
様
な
た
め
、
民
生
児

童
委
員
の
仕
事
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
、

行
政
・
N
P
O
・
市
民
と
一
緒
に
、
共
助
・
協
働
の
担

い
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
委
員
自
身
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
助
け
合
っ
て
、
い
い
社
会
を
作
っ
て
、

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
確

認
し
、
記
念
講
演
を
終
え
ま
し
た
。

記念講演「超少子高齢社会の社会保障」「超少子高齢社会の社会保障」

フリージャーナリスト・
小宮山洋子政策研究会代表

軽井沢町民生福祉委員協議会の皆さん
（指揮：櫻井  朝教 会長）

※
記
事
の
他
に
、
式
典
の
前
に
は
各
地
の
代
表
者
・

　

事
務
局
長
会
議
、
講
演
終
了
後
に
は
、
分
科
会

　

関
係
者
打
ち
合
わ
せ
会
、
夜
に
は
交
流
会
が

　

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

小宮山洋子 氏

講 師

▲軽井沢町より浅間山を望む▲軽井沢町より浅間山を望む

▲民生委員の歌「花咲く郷土」斉唱　

第1日目

▲地元軽井沢町民生福祉委員
　協議会のみんなが手作りで揃
　えたエプロン　

▲運営委員は県民児連から参加
　者への記念品として揃えた水引
　のピンバッヂを胸に

県外からの参加者を
オレンジのベストで
案内
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冒
頭
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
髙
橋
五
江
教
授
が
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
課
題
提
起
を
行
い
「
民
生
委
員
制
度
は
、
世
界
に
誇

る
べ
き
制
度
だ
が
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
困
難
な
諸
問
題
に

直
面
し
て
い
る
」
と
し
て
二
つ
の
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

①　

民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
…
平
成
二
十
五
年
度
一
斉
改

　
　
　

選
時
の
欠
員
は
全
国
で
６
７
８
３
人
に
の
ぼ
り
、
前
回

　
　
　

改
選
時
の
２
倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
。
要
支
援
者
の
増

　
　
　

加
と
抱
え
る
課
題
が
複
雑
で
深
刻
化
し
て
お
り
、
民
生

　
　
　

委
員
の
負
担
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

　

②　

活
動
内
容
に
よ
る
苦
労
や
悩
み
が
大
き
い
…
日
常
の
相

　
　
　

談
支
援
活
動
の
ほ
か
、
行
政
か
ら
の
協
力
要
請
も
多
い

　
　
　

が
、
地
域
住
民
に
活
動
内
容
が
正
し
く
知
ら
れ
て
い
な

　
　
　

い
こ
と
も
悩
み
を
大
き
く
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、
４
人
の
委
員
か
ら
実
践
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
中
か
ら
右
の
問
題
に
即
応
す
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
事
例
１
〕
埼
玉
県
民
児
協
＝　

民
生
委
員
候
補
者
の
選
出
に

　

つ
い
て
、
現
行
の
方
式
か
ら
民
生
委
員
ま
た
は
単
位
民
児
協

　

が
候
補
者
を
選
出
し
、
自
治
会
長
に
推
薦
を
依
頼
す
る
方
式

　

に
改
め
る
よ
う
市
町
村
へ
の
指
導
を
埼
玉
県
に
要
望
し
た
。

〔
事
例
２
〕
横
浜
市
民
児
協
＝　

民
生
委
員
活
動
支
援
対
策　

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
市
民
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ

特集特集 軽井沢で245人が交流
平成27年度(第75回)関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会
軽井沢で245人が交流
平成27年度(第75回)関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会

　

活
動
、
推
薦
事
務
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
後
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
「
民
生
委
員
制
度
は
創

　

設
百
年
を
経
て
制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
い
る
」
「
ベ
テ
ラ
ン
委

　

員
は
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
新
任
委
員
を
リ
ー
ド
す
べ
き
」
な

　

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
民
生
委
員
の
資
質
の
向
上
に
は
研
修
が
欠
か
せ
な
い
が
、

活
動
の
事
例
研
究
な
ど
委
員
同
士
の
討
論
を
伴
う
内
容
が
望
ま

し
い
」
と
い
う
髙
橋
教
授
の
コ
メ
ン
ト
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
熊
井　

文
弘
）

【
第
１
分
科
会
テ
ー
マ
】

〜
委
員
の
た
め
の
民
児
協
活
動
や
行
政
機
関
等
と
の
連
携
〜

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
や
す
い

環
境
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み

東京国際大学教授

埼玉県民児協副会長（春日部市民児協会長）　

静岡県民児協常任理事（三島市民児協会長）

横浜市民児協理事（緑区民児協会長）

川崎市民児協常任理事（麻生区民児協会長）

鈴木  浩子さん　
渡邉  善司さん

横塚  靖子さん

田中  君惠さん

髙橋  五江氏

コーディネーター

実践報告者

第１分科会
報告

第2日目

多くの方に軽井沢に来ていただき歓迎申し上
げます。歌の力は大きい!!コーラスの練習を
重ねるうちに、みんなの心がひとつになりま
した。本番は大成功でした。コーラス部を
作って今後、慰問活動をしてもいいぐらいだ
と思います(笑)。民生委員はみな同じ接点を
持っています。普段地域では外を向いて活動
している分、今回の研究協議会では委員同士
互いに頑張っていることを確かめ合い、交流
を深めて欲しいと思います。

櫻井朝教さん 2日間の研究協議会の
会場で、記者がランダ
ムに参加者にインタ
ビューしました。

※紙面の都合上、一部紹介
できなかった方もいます。
ご協力ありがとうございま
した。また写真と名前は順
不同です。ご了承ください。

参加者
ピンナップ
参加者
ピンナップ

合唱のあとの中庭
で写真撮影しまし
た。お揃いの手作
りエプロンが印象
的でした。会場や
運営準備、駅での
お出迎えや会場内
外での案内などな
どお疲れ様でした。

会場の周りの緑がき
れいで、しかも各会
場からも窓越しに緑
が爽やかでよかった
です。特に小宮山さ
んの記念講演では、
数値をもとにわかり
やすい説明が良かっ
たです。認定こども
園のことなど子育て
支援について、改め
て理解できました。

研修会開催前に早く
着いたので、ホテル
の周りを散策しまし
た。涼しくて緑が綺
麗で素敵なところで
すね。特に軽井沢の
民生福祉委員のみな
さんに感謝です。小
宮山さんの記念講演
で、ひとり親や認定こ
ども園の問題は地域
で身につまされる問
題でした。

軽井沢町民生福祉委員
協議会会長

（１日目民生委員の歌「花咲く郷土」合唱のあとのインタビュー）

軽井沢町民生福祉委員協議会のみなさん

新潟県民生児童委員協議会　
笠原さん・本多さん・横澤さん

千葉県民生児童委員協議会　
大野さん・宮川さん・
松本さん・榎本さん
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第
２
分
科
会
で
は
、
東
京
都
品
川
区
・
千
葉
県
佐
倉
市
・
茨

城
県
土
浦
市
・
静
岡
県
浜
松
市
よ
り
実
践
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

品
川
区
　「
暮
ら
し
・
仕
事
応
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
民

　
　

生
児
童
委
員
は
高
齢
者
相
談
員
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
　

会
・
制
度
の
学
習
会
等
を
実
施
し
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ

　
　

役
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

佐
倉
市　

地
域
を
巻
き
込
み
１
人
の
困
窮
者
を
、
生
活
自
立

　
　

さ
せ
た
事
例
を
発
表
。
本
人
を
説
得
し
、
了
承
の
上
で
の

　
　

対
処
で
あ
り
訪
問
担
当
者
の
一
生
懸
命
さ
と
周
り
の
協
力

　
　

が
伝
わ
る
大
変
有
意
義
な
報
告
で
し
た
。

　

土
浦
市
　「
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
が
な
さ
れ
て
お
り
、

　
　
「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」事
業
を
通
し
て
支
援
を
必
要
と

　
　

す
る
人
の
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。民
生
児
童

　
　

委
員
は
支
援
の
必
要
な
方
の
早
期
発
見
に
努
め
相
談
に
応
じ

　
　

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
支
援
を
行
う
と
共
に
必
要
あ
る
場
合

　
　

は
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
会
議
に
繋
げ
て
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

浜
松
市
﹇
西
区
安
心
ネ
ッ
ト
﹈
活
動
の
中
よ
り
民
児
協
が
中

　
　

心
と
な
り
地
域
の
福
祉
関
係
機
関
を
参
加
メ
ン
バ
ー
と
し

　
　

て
﹇
安
心
ネ
ッ
ト
協
議
会
﹈
を
設
立
し
、
課
題
の
共
有
、

　
　

早
期
対
応
、
見
守
り
の
仕
組
み
の
構
築
を
し
た
。
今
後
は

　
　

自
立
支
援
機
関
と
も
連
携
し
困
窮
者
の
早
期
発
見
・
見
守
り

　
　

に
努
め
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大
溝
先
生
よ
り
、

「
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
見
守
り
は
ど
こ
ま
で
そ
の
人
（
家
庭
）

の
実
情
を
理
解
し
て
い
ま
す
か
？
通
り
一
遍
の
見
守
り
や
訪
問
で

は
生
活
困
窮
者
の
早
期
発
見
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
。
よ
り
一
層
の

細
や
か
な
見
守
り
を
」
と
い
う
総
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
達
が
実
施
し
て
い
る
、
見
守
り
・
安
否
確
認
・
訪
問
支
援
等

を
よ
り
充
実
化
し
、
生
活
困
窮
者
（
家
庭
）
の
早
期
発
見
に
努
め

る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
分
科
会
の
実
践
報
告
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
草
深　

邦
子
）

【
第
2
分
科
会
テ
ー
マ
】

〜
支
援
制
度
施
行
に
伴
う
課
題
と
自
治
体
等
と
の
協
力
の
あ
り
方
〜

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
施
行
を
受
け
た
取
り
組
み

コーディネーター
桜美林大学
健康福祉学群教授

大溝  茂氏

東京都民児連常任協議員品川区会長

千葉県佐倉市民児協児童専門部会部会長

茨城県民児協副会長

浜松市民児協理事

石川政則さん

高野富佐代さん

佐野道夫さん

川本史郎さん

実践報告者

Vol.121

第2分科会
報告

第2日目

新幹線で東京都から
1時間という会場は
最高のロケーション
でした。小宮山さん
の記念講演で数字に
基づいた説明は納得
できました。

記念講演の小宮山さんとは、
2012年社会保障の改革の特
別部会でご一緒しました。そ
の時に民生児童委員が活動
しやすい環境を整えて欲し
いと要望しました。貧困の連
鎖や生活困窮者支援につい
ては大変身近な問題として
とらえられて良かったと思い
ます。(コメントは長谷川さん) 

軽井沢駅を降りたら、
さわやかな空気が流れ
気もちいい。各地のモ
デルをできるだけ持ち
帰って実践に生かした
いです。

県内外の民生委員と
交流ができ、関東ブ
ロック研究協議会は
とてもいい機会だと
思います。地 域に
よって工夫を凝らし
た活動をしていて参
考にして帰りたいと
思います。

東京都民生児童委員連合会　福田さん・田中さん・荻野さん

横浜市民生児童委員協議会のみなさん
江渕さん・橋本さん・小宮山さん・
青木さん・宮田さん・横塚さん・
赤塚さん・長瀬さん・西谷さん・
山田さん

浜松市
民生児童委員協議会　川本さん 相模原市民生児童委員協議会　原さん・野﨑さん・

中村さん・尾﨑さん・野村さん・中西さん・歌丸さん

参加者
ピンナップ
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小
澤
さ
ん
：
何
よ
り
も
民
生
委
員
の
活
動
の
軽
減
を
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
？

　

２
０
２
５
年
、
団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
を
向
え
た
時
、
活
動

の
限
界
で
は
な
い
か
と
の
不
安
か
ら
私
た
ち
を
必
要
と
す
る

人
々
に
寄
り
添
っ
て
活
動
す
る
為
に「
さ
さ
え
あ
い
マ
ッ
プ
」な
ど

を
作
っ
て
行
政
、
市
社
協
、
自
治
会
、
市
民
協
が
一
体
と
な
っ

て
活
動
す
る
事
が
必
要
で
す
。
ひ
と
り
で
は
何
も
で
き
な
い
！

組
織
と
し
て
の
活
動
が
大
切
な
ん
だ
と
感
じ
た
と
の
こ
と
。
地

域
は
だ
れ
の
為
に
あ
る
の
か
？
た
て
の
糸
（
家
族
を
大
切
に
）

よ
こ
の
糸
（
地
域
力
）
で
住
み
よ
い
地
域
に
し
て
い
き
た
い
。

山
岡
さ
ん
：
ま
ず
、
み
ん
な
で
認
知
症
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
て
感
じ
た
事
、
勉
強

に
な
っ
た
事
は
認
知
症
の
人
を
支
え
る
に
は
◎
本
人
の
気
持
ち

に
合
わ
せ
る
。
◎
対
応
を
本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る
。
◎
本

人
の
思
い
を
理
解
す
る
。
◎
安
心
で
き
る
環
境
を
作
る
。
◎
話

し
に
共
感
し
て
受
け
入
れ
る
。

　

認
知
症
か
な
、
と
思
っ
た
ら
早
め
に
医
師
に
相
談
す
る
こ
が

大
事
で
す
。
そ
し
て
、「
地
域
で
見
守
る
」と
い
う
事
が
重
要
で
す
。

柳
本
さ
ん
：
毎
年
、
民
生
委
員
に
よ
る
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等

を
訪
問
し
、
実
態
調
査
は
私
た
ち
の
想
像
を
こ
え
る
悲
惨
な
状

況
状
態
が
把
握
さ
れ
、
あ
き
ら
か
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
調
査
結
果
は
、
市
の
福
祉
施
策
や
民
生
委
員
活
動
の
基
礎

デ
ー
タ
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
提
供

特集特集 軽井沢で245人が交流
平成27年度(第75回)関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会
軽井沢で245人が交流
平成27年度(第75回)関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会

さ
れ
、
自
主
防
災
組
織
消
防
と
も
連
携
し
、
地
域
の
見
守
り
活
動

に
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
を
通
じ
、
認
知
症
の
方
々
と

関
わ
る
事
で
、
そ
の
町
を
や
さ
し
く
作
り
変
え
て
い
く
事
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

田
村
さ
ん
：
認
知
症
の
ケ
ア
は
、
な
に
も
資
格
が
な
く
て
も
思
い

や
り
が
あ
れ
ば
ケ
ア
で
き
る
と
の
思
い
で
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

病
気
を
隠
さ
ず
に
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
う
様
、
家
族
を
説
得

し
、
元
気
な
高
齢
者
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
も
ら
う
。

地
域
で
の
支
え
合
い
と
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
て
い
き
た
い
。

中
村
先
生
：
認
知
症
の
人
は
、
自
分
を
人
と
し
て
人
格
も
あ
り
大

切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
で
認
知
症
の
人
が

い
て
も
人
と
し
て
見
れ
ば
、
接
し
方
、
関
わ
り
方
、
寄
り
添
い
方

も
違
っ
て
く
る
。
人
と
し
て
全
人
的
に
関
わ
り
な
が
ら
見
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
は
大
事
な
こ
と
。 

　

ま
た
、
認
知
症
は
先
天
性
で
は
な
く
後
天
性
の
も
の
で
、
そ
の

方
が
何
十
年
も
蓄
積
し
て
き
た
知
的
財
産
を
自
分
が
望
ん
で
い
な

い
の
に
失
う
病
気
で
あ
り
、
単
に
子
供
に
帰
る
こ
と
で
は
な
い
。

そ
の
人
に
は
素
晴
ら
し
い
人
生
が
あ
り
、
こ
ん
な
に
立
派
な
人

だ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

　

認
知
症
の
人
に
か
か
わ
る
、
す
べ
て
の
人
々
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
個
人
情
報
を
守
り
つ
つ
支
援
す
る
事
は
と
て
も
難
し
い
事
で
す

が
、
だ
れ
か
を
思
い
や
る
事
は
、
い
い
出
合
い
と
共
存
で
き
る
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
古
川　

友
枝
）

【
第
3
分
科
会
テ
ー
マ
】

〜
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
〜

要
介
護
や
認
知
症
の
高
齢
者
へ
の

支
援
に
向
け
た
取
り
組
み

長野大学　学長

群馬県渋川市民児協会長
新潟県燕市分水地区民児協会長
静岡市清水区飯田地区民児協会長
千葉市312地区民児協会長

小澤義孝さん
山岡重雄さん
柳本宮子さん
田村勝子さん

中村  英三氏

コーディネーター

実践報告者

第3分科会
報告

第2日目

スタッフの方々の気配りに感謝
です。特に改札を出たところに
もいて下さり、安心感がありま
した。ぜひ自分の地域の研修
会などでも生かしたいですね。
主任児童委員なのですが、小
宮山さんの子ども支援に関す
る話は参考になりました。

長野で研修できて幸せです。第３部会の
メンバーはみなさん話し方が柔らかく、
気軽にできそうです。1日目の小宮山さん
の記念講演と、全国社会福祉協議会の池
上さんの基調報告、両方共大変わかりや
すく良かったと思います。

東京は蒸し暑いので、
軽井沢は涼しくていい
ですね。小宮山さんの
講演ではNHKキャス
ターだったこともあり、
親しみを持って聞くこ
とができました。

長野県民児連のみな
さんの心温まる対応
は、参加者にとって、
安らぎを与えられた
ように、人柄が感じ
られました。研修で
は委員同士の連携が
できるような交流が
できました。ありが
とうございました。

各地域で皆さんがよ
く活動されていて感
激しました。1日目の
夜の交流会は地域が
バラバラの席で最初
は戸惑いましたが、
積極的にコミュニ
ケーションができま
した。

千葉県民生児童委員協議会　
高野さん

第3分科会実践報告者　
小澤さん(群馬県)・柳本さん(静岡市)・
田村さん(千葉市)・山岡さん(新潟県)

東京都
民生児童委員連合会
石川さん静岡県

民生児童委員協議会副会長　
萩原さん(県職員原田さん、事務局柿澤さんと)

新潟市
民生児童委員協議会連合会　
白崎さん、坪井さん、丹羽さん

参加者
ピンナップ
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小
澤
さ
ん
：
何
よ
り
も
民
生
委
員
の
活
動
の
軽
減
を
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
？

　

２
０
２
５
年
、
団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
を
向
え
た
時
、
活
動

の
限
界
で
は
な
い
か
と
の
不
安
か
ら
私
た
ち
を
必
要
と
す
る

人
々
に
寄
り
添
っ
て
活
動
す
る
為
に「
さ
さ
え
あ
い
マ
ッ
プ
」な
ど

を
作
っ
て
行
政
、
市
社
協
、
自
治
会
、
市
民
協
が
一
体
と
な
っ

て
活
動
す
る
事
が
必
要
で
す
。
ひ
と
り
で
は
何
も
で
き
な
い
！

組
織
と
し
て
の
活
動
が
大
切
な
ん
だ
と
感
じ
た
と
の
こ
と
。
地

域
は
だ
れ
の
為
に
あ
る
の
か
？
た
て
の
糸
（
家
族
を
大
切
に
）

よ
こ
の
糸
（
地
域
力
）
で
住
み
よ
い
地
域
に
し
て
い
き
た
い
。

山
岡
さ
ん
：
ま
ず
、
み
ん
な
で
認
知
症
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
て
感
じ
た
事
、
勉
強

に
な
っ
た
事
は
認
知
症
の
人
を
支
え
る
に
は
◎
本
人
の
気
持
ち

に
合
わ
せ
る
。
◎
対
応
を
本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る
。
◎
本

人
の
思
い
を
理
解
す
る
。
◎
安
心
で
き
る
環
境
を
作
る
。
◎
話

し
に
共
感
し
て
受
け
入
れ
る
。

　

認
知
症
か
な
、
と
思
っ
た
ら
早
め
に
医
師
に
相
談
す
る
こ
が

大
事
で
す
。
そ
し
て
、「
地
域
で
見
守
る
」と
い
う
事
が
重
要
で
す
。

柳
本
さ
ん
：
毎
年
、
民
生
委
員
に
よ
る
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等

を
訪
問
し
、
実
態
調
査
は
私
た
ち
の
想
像
を
こ
え
る
悲
惨
な
状

況
状
態
が
把
握
さ
れ
、
あ
き
ら
か
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
調
査
結
果
は
、
市
の
福
祉
施
策
や
民
生
委
員
活
動
の
基
礎

デ
ー
タ
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
提
供

　

近
年
、
核
家
族
化
に
と
も
な
う
生
活
様
式
な
ど
社
会
情
勢
の

変
化
等
に
よ
っ
て
子
ど
も
を
取
り
巻
く
問
題
が
多
様
化
、
複
雑

化
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
は
こ
れ
ま
で
も
小
学
生
の
登
下
校
時
の
見
守

り
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
域
の
安
全
マ
ッ
プ
作
成
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
が
被
害
者
に
な
る
事
件
や
事
故
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る

た
め
の
取
り
組
み
や
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
連
携
の
も

と
に
取
組
ん
で
い
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
活
動
に
つ
い
て
協

議
を
し
ま
し
た
。

　

・
山
梨
県
甲
府
市
の
朝
日
地
区
で
は
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

　
　

く
り
」
を
目
ざ
し
て
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
る
体

　
　

制
を
整
え
て
毎
日
活
動
し
て
い
る
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

・
栃
木
県
足
利
市
の
山
辺
地
区
か
ら
は
、
主
任
児
童
委
員
は

　
　

学
校
と
密
接
な
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
地
域
や
児
童
委

　
　

員
と
保
育
園
・
小
中
学
校
な
ど
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

　
　

動
し
て
い
る
報
告
で
し
た
。

　

・
新
潟
市
豊
栄
早
通
地
区
は
大
き
な
県
営
団
地
を
か
か
え
る

　
　

事
情
や
、
帰
宅
の
遅
い
両
親
が
多
い
な
ど
か
ら
、
駅
に
た

　
　

む
ろ
す
る
中
高
生
な
ど
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
を
地
元
大

　
　

学
生
と
協
力
し
て
立
ち
上
げ
た
活
動
の
発
表
で
し
た
。

　

・
神
奈
川
県
相
模
原
市
の
大
沢
地
区
か
ら
は
学
校
と
家
庭
と
地

　
　

域
で
、
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
大
人
と
出
会
え
る
場
を
提
供

　
　

し
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
見
守
り
を
し
て
い

　
　

る
発
表
で
し
た
。

　

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
ま
と
め
と
し
て
、
「
子
ど
も

た
ち
の
情
報
を
主
任
児
童
委
員
が
主
体
に
な
っ
て
、
児
童
委
員
や

学
校
そ
し
て
地
域
か
ら
こ
つ
こ
つ
集
め
る
こ
と
で
課
題
が
見
え
て

く
る
。

　

ま
た
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
対
し
て
は
相
手
を
尊
重

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

民
生
児
童
委
員
は
行
政
の
下
請
け
に
な
ら
ず
、
子
ど
も
か
ら
老

人
ま
で
安
心
で
き
る
活
動
を
心
が
け
て
欲
し
い
」
と
、
纏
め
て
締

め
く
く
ら
れ
分
科
会
を
終
了
し
ま
し
た
。　
　

（
依
田　

宗
夫
）

　
　
　

【
第
4
分
科
会
テ
ー
マ
】

コーディネーター

昭和女子大学講師
國學院大學講師

髙橋  久雄氏

Vol.121

第4分科会
報告

第2日目

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
と
主
任
児
童
委
員
と
の
連
携

米国の映画に出てきそう
な素敵な町、軽井沢でリ
ラックスして研修にのぞ
めました。自立支援法は
施行間もないのに、各地
で取り組んでおられて感
心しました。他県の人と
もつながれていい研修会
でした。

第４分科会では、運営委員のみなさんの時間の
配分などが適切で大変よい進行でした。会場も
同じフロアで近くていい配置でした。ありがと
うございました。

自分たちと違った
活動を知ること
ができて参考に
なりました。しか
し、あそこまで頑
張れないと思う
こともあり、無理
なく、人と比べず
にやっていきたい
と思います。

群馬県民生児童委員協議会　梅澤さん

山梨県民生児童委員協議会　
戸田さん、手塚さん、山口さん、村松さん、
上野さん、保阪さん、菊地さん、山田さん、
奥山さん

さいたま市民生児童委員協議会　
根本さん・小熊さん・渡邊さん、大川さん、野口さん長野県の運営委員全員で

玄関で皆さんをお
見送りしたあと、長
野県の運営委員会
みんなで写真撮影。
数ヶ月に渡る準備
と、当日前夜から3
日間にわたりお疲
れ様でした。

参加者
ピンナップ

〜
子
ど
も
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
取
り
組
み
や
子
ど
も・子
育
て
支
援
活
動
〜

山梨県甲府市朝日地区民児協会長

栃木県足利市山辺地区民児協主任児童委員

新潟市北区豊栄早通地区民児協主任児童委員

相模原市大沢地区民児協会長

菊地孝子さん

萩原惠美子さん

草間静江さん

大貫君夫さん

実践報告者



編
集
委
員

リ
レ
ー
日
記

　

各
地
で
火
山
活
動
の
活
発
化
が
報
じ
ら

れ
る
中
、
浅
間
山
の
動
き
が
一
番
気
に
な

り
、
い
つ
か
噴
火
す
る
の
で
は
と
心
配
の

つ
き
な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

私
達
の
日
頃
の
見
守
り
・
交
流
か
ら
築

か
れ
た
「
つ
な
が
り
」
や
ご
近
所
や
町
会

等
と
の
連
携
を
密
に
し
て
お
く
こ
と
は
災

害
時
だ
け
で
な
く
、
ま
だ
ま
だ
増
加
傾
向

に
あ
る
各
種
の
特
殊
詐
欺
事
件
を
防
ぐ
事

に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
く
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
は
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
を
、

早
く
発
見
す
る
こ
と
が
私
達
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
個
人
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
こ

と
無
く
、
困
窮
者
で
あ
る
と
決
め
る
の
は

大
変
な
こ
と
で
、
日
頃
の
繋
が
り
無
く
し

て
こ
の
制
度
へ
の
協
力
は
難
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
学
校
・
保
育
園
等
と
の
連
絡
を

密
に
し
て
お
く
こ
と
も
困
窮
者
早
期
発
見

の
一
つ
の
方
法
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

新
た
な
福
祉
制
度
や
多
様
化
す
る
地
域

課
題
に
、
私
達
民
生
児
童
委
員
へ
の
期
待

や
協
力
は
よ
り
大
き
な
も
の
に
な
る
と
思

わ
れ
、
今
後
そ
の
あ
り
方
や
、
方
法
に
つ

い
て
は
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
方
法
を
考

え
構
築
し
実
践
し
て
い
く
の
が
よ
ろ
し
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
深
邦
子
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人

　

長
野
市
北
部
の
浅
川
地
区
に
あ
る
「
長
野
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
博
愛
の
園
」
は
、
浅
川
地
区
・
第
二

地
区
・
芋
井
地
区
を
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
平
成
18
年
か
ら
所
長
を
務

め
る
穂
谷
か
つ
江
さ
ん
は
、
地
域
で
は
頼
れ
る
存
在
で

す
。
「
こ
の
地
域
で
は
、
困
っ
た
と
き
に
は
い
つ
で
も

民
生
児
童
委
員
さ
ん
と
連
携
し
て
対
応
で
き
る
こ
と
が

強
味
で
す
」
と
明
る
い
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

穂
谷
さ
ん
は
須
坂
病
院
で
看
護
師
と
し
て
働
き
、
自

身
の
足
の
手
術
を
き
っ
か
け
に
一
時
的
に
現
場
を
退
き
、

上
田
市
医
師
会
の
看
護
学
校
で
看
護
師
養
成
の
講
師
を

勤
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
庁
で
諏
訪
市
の
県
立

福
祉
大
学
校
の
設
立
準
備
に
携
わ
り
、
設
立
後
は
介
護

福
祉
学
科
で
教
鞭
を
取
り
ま
す
。
平
成
7
年
か
ら
13

年
ま
で
1
2
0
人
以
上
の
教
え
子
を
社
会
へ
送
り
出
し

ま
し
た
。

　

長
野
市
に
戻
り
、
教
え
子
を
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

母
体
㈳
博
愛
会
が
運
営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

紹
介
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
14
年
か
ら
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
勤
務
の

傍
ら
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
上
田
女
子
短
期
大
学
で

学
生
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
現
場
、
介
護
現
場
、
教
育
現
場
を
経
験
し
て
き

た
経
歴
を
持
ち
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
に
ま
さ
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
人
材
で
す
。
自
身
も
家
庭
で
の
95

歳
の
義
父
の
介
護
経
験
が
あ
り
、
常
に
学
生
と
も
接
し

て
い
る
た
め
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
子
育
て
支
援
ま
で

幅
広
い
知
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
「
こ
の
仕
事
は
楽
し

い
。
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
」
と
話

し
ま
す
。
「
若
い
う
ち
か
ら
福
祉
の
現
場
に
携
わ
る
こ

と
で
、
自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
早
め
に
描
く

こ
と
が
で
き
る
」
と
強
調
し
ま
す
。
学
生
を
実
践
現
場

と
し
て
職
場
体
験
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
相

談
者
に
対
し
て
初
回
は
必
ず
2
人
で
対
応
す
る
な
ど
、

職
員
同
士
の
情
報
共
有
も
欠
か
し
ま
せ
ん
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
が
問
わ
れ
る
難
し
い
仕
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

4
人
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
替
わ
る
こ
と

な
く
、
地
域
で
の
情
報
を
民
生
児
童
委
員
と
共
有
し
て

お
り
、
福
祉
関
係
者
か
ら
の
信
頼
が
厚
い
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
「
民
生
児
童
委
員
の
方
に
は
、
問
題
を
自
分
だ
け
で

抱
え
込
ま
な
い
で
共
有
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
気

軽
に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
も
民
生
児
童
委
員
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

穂
谷
さ
ん
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
指
導
の
経
験
も

あ
り
、
医
療
・
介
護
・
教
育
な
ど
の
研
修
会
講
師
と
し

て
も
県
内
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
・
教
育
の
現
場
と

地
域
の
つ
な
ぎ
役
に

長野市地域包括支援センター博愛の園

所長・主任介護支援専門員　 穂谷  かつ江 さん
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	つなぐ121-04
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